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40 (40) 第 119巻第1・2号
こうした経営学者には，アメリカの経営学者がしばしばそうであるように.








II R & D解明をめぐる諸見解
1.通説
「如何なる学説をとるにせよ，ーたび支配的学説の関門を通過せずして経済













2) J. B. Quinn， Yaγ-dsticks f，町 -lndustrial Resl?arch. 1959， pp. 43-44 
























3) W. Brown， Expl.町 'aUQnin Management， 1960， p. 144 
4) lbid.， p. 146 
5) H. Koontz and C. O'Donnell. Pi円 'nciplesQ戸、Management，1951， p.263 
6) 稲葉裏「資本主義経肯論J改訂版シ昭和3咋， 7ベ ジ.
7) とれについては，拙署「研究開発管理論!改訂版昭和胡年，序.'Hiベータを審問願いたいー




















の質問者から受けたのである。まさに， ζ 乙に ζそ決定的な問題解決り鍵があ
るのである。
要約すれば，私見においては経蛍職能論とマ ケティング論を結びつけるこ
とにより Peopledon't buy products.lO)の観点から便益生産型企業にあって
8) Gerald G. Fisc-，h，“Line-SulIf i~ Oh<;:olete，" Ha開酎.dBusiness Revie叫 Vol.39， No. 5， 
Sept.-Oct.， 1961， p.78. 
9) Ibid.， pp. 78-70 































われし， いちいち上へあがらないとし寸現実は， これで説明できるではないか， との意1味であ
ったB 換言すれば，通説に立つ人びとの限で見るならば， ζの現実はスタッフのそれとしF映
らなかったむである@
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は，研究開発は生産過程のなかで把えられる，とするものである。
3. 私見に近似する海外諸学者の見解
(1) L. A. Allen の見解













W. Brown (元グレシヤ・メタノレ会長)は I開発J(Developmen t)を「製造」
(Manufacturing) ，販売J(Sa]es)とともにオベレイショナノレ・ワ クの一段晴
として把えている。彼のこの所論に対して，その著書へ白序文のなかじ Trist





11) L. A. Allen， Management and 0噌"anizatioll，19曲， p. 212.高宮晋監訳「管理と組織J
昭和37年，出ベジ。
12) Ibid.向上@
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う」聞と。























13) W. Brown. ojう cit.，foreword xx 
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解明しえないのは何故か。かつて私は Fi配 h の Inindustry today the true 
line functions are essentially process functions.叩とする発言をとりあげ，








18) まず1961年の論文，ついで， G. G. Fisch， Organization for Profit-Management for 
the Age of Technolo，回.1964. pp， 58-73これについては，わが国では降旗武宮教授が最初に
とりあげておられる.同教授著「経営管理過程論の新展開」昭和.，年， 149ベ ジ。
19) Ibid.， p. 78. 
20) G. G. Fisch. Line-Sta任.opαt.，p. 68. 
21) Ibid 
2) G. G. Fisch， Organization， op. cit.， p.61.拙稿「経営職能論の基礎」彦根論叢，第167
168号，昭和49年8月.89へ一三九なお L.S概全については同100ベー ジを参照願いたい。






























25) 王将司重隆「経営管理総論」第2新訂版，昭和47年， 304ベ ミヘ



































P(，Oj)10 don't buy prOduclぉ
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27)羽T.S. Eckess， Relating Organization and _Profit加 NewProduct Action， in: AMA， 
Devel噌ingA Prod町E阜市民宮出 1959.p. 36 日本能率協会武正新製品計画J51ベー ジー
























間 Administrat向eOrgani:zation， 1953. p. 8松田武彦他訳「経営行動」昭和40年.11ベ ジ.




アメリカ経営学の問題点 (51) 51 
わりあいにおいて考えるべきである。 W.Schrammが，経営における r3つの
核心的職能J(drei Kernfunktionen)として「調達J(Beschaffung)， r生産J(Pro-
duktion)， r販売J (Vertrie)をあげ r乙れらは tlすべての経済経営 (alle
Wirtschaftsbetrieb)に統一的に妥当するべき特長を有している」招)とするという
見解も，以上のごとき意味において解されるのである。
研究ないし研究開発を前記諸学者が primaryactivity であるとか opera-
tional workであるとか processfunctionであるとかし、うのであるならf;f.

































点から rR& D とは一体なにか」の解明において，ひとつの問題となるの
は，すでに挙げた Peopledon't buy products とL、う事実から， どのような
理論を構築するかであろう o
この事実に基づ〈近視眼的経営 (managementmyopia)批判論それ自体は，








P. F. Drucker， The Agσ of Continuity， 1969， p.18・林雄二郎訳「断黙の時代」昭和4
年.24へー ジ.
T. Levitt， Innovation in lvlarketing， 1962， p.40小池和子訳「マー ケテイング中草折j
昭和:I.!'年， 43-44ベ一円 66-69ペリー













この 「変換点J (5段階思考白図参照)を通過した企業こそ Fischのいう
「製品がつねに変転するというような大会社」即 (thelarger company those pro-











36) P. F. Drucker. The Pract出 ofl¥1anag，四 umt，1954， pp. 53-54現代経営研究会訳「現代
の経営」昭和31年.72ヘジ。
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アメリカ経苦学の問題点 (55) 55 
applied researchに分けられているが，問題は出発点をなす basicresearchで
ある。 乙0)basic researchが， あたかも大学におけるがごとき「自然科学的
純粋基礎研究」なのである。 R.N. Anthonyが R&Dプロセスは「一方の
端に『純粋研究あるいは“科学".Jl (pure research or‘田len白")をもち，他方の
端に『開発.Jl (development)をもっスベグトル」叫として把えているのがこれで
ある。また. C. C. Furnasも「研究から販売への流れ線図J (Frow diagram: 
From回田町'chto田 les)の出発点に「基本研究J(fundamental research)を置き，
その課題を「自然法則の発見J(the discovery of a natural law)とする冊。
上記両氏の見解はともに，それぞれの書名 Iηdustr叫lResearch Or gani-
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上述のごとき歴史的変化を見逃し，今日，アメリカではなおも. R IとJD 
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買，販売の経蛍'諸職能も変る。りみならず，おのおりの管理，またこれらを全
体として総合すべき経蛍管理も変る筈である。どのように変るか。 ζれは今後
の課題であるが，少なくとも生産管理については rより広範な生産過程を管
理の対象とする生産管理Jに変ることは明白である。これら生産過程りなかで
把えられる研究開発には，もちろんまだなお説明を要する他の側面があり，多
くの問題を残Lている。
私にとって R&Dの解明という課題は，今やまさに，改めてスタートを切
ったlまかりなのである。
(注，なお小論は昭和49年9月14日 「個別資本研究会」における発表を基礎に発展さ
せたものである。〕
